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令和   7  年   4  月   7  日

就労継続支援A型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 NPO法人福祉協会

住  所 いわき市内郷綴町金谷1915吉日店舗ビル1時2号室

電話番号 0246-51‐ 5340

事業所番号 071040220フ

管理者名 櫻田 英夫

対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

く活動 内容 >

活動場所 :いわさ市渡辺町 (カレーベリー晨□)

日程 :年末年始やお盆休みを除く、平日の弓、水、金の雨天時以タト

に実施.

活動内容 :野菜や果物の菌木植え替えや剪定、収穫及び国内の除草

作業。

利用者数 :5名

く活動の様子>

く目的 >

・ ―
H00Hい :晨業に対し 次世代の関心の少なさからくる

新規就農者の減少等による農業の取り巷く環境の厳しさを、少して

も緩和できると信しています。

地嬌のメリット:作物増加により来訪者増の地域活性 各販売施設

へ卸売りなどで収益、認知のr・1上。

対象者のメリツト:人員不足により大変な思いをしながら、高齢者

が農業に従事している着国では即戦力となる。

く成果 >

実施結果 :猛暑の影響で従来よりも早く実り、シーズンの終了も早

まった事でやや集客が落ちてしまつた。その分収穫が早まり、メン

バーは収穫や卸売の準備など新たな経験を積む事が出来た。

得られた成果 :大変な猛暑が続いた為、体力面でかなり疲弊する様

子が目立つたが やりきつたことのコ成感や新たな作業に取り組め

た事での経験値が向上した。

課題 :体力の消耗から集中力が切れてしまい 仕事が手に付かない

ケースがあつた。作業時間の変更など柔軟な対応が必要.

運携先の企業等の意見また|ま評価

福祉協会の皆様におかれましては、いつも大変お世話になつております。

今年度もこのような形で感謝を申し上げることが出来、有り難く感じております。今年度は昨年に比べ収穫量も多く、

カ レーベリーの出来も良かったと思います。また、利用者の皆様にも機材を使用しての除草作業を覚えていただいた

ことで、私自身も動きやすくなりこれまで以上に効率よく作物を育てることが出来ました。来場者特興の野菜を配る

量が増えたので満足度にも繋げられたのではないかと思います。昨今、物価高や猛暑の彩響が大きく、これまでの運営

だけでは生き残るだけで精一杯になつてしまう、と危機感を感じております。なるべく付加価値をつけて、お客様の

満足度を高めていく為にこれからも皆様のお力を貸していただきたいと思います。

よろしくお願いします。

連携先企業名 かぐらばの里フルーベリー園 担当者名 武地 守


